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鳥類雑種の不妊性に関する研究1)

VI.烏類雑種の脳下垂睦前葉の細胞皐的研究

侠骨 山 i者 芳 !世

(lj階鳥類研究所

1. 

II. 

緒言 (3) (キンケイ×ギシケイ)剖キジ

IV. 考察

V. 要約

文献

材料正方法

III. 観察

(1) アヒル(♂)xパリケン(♀)

(2) エハトリ (θ)xカウライキジ(♀) Resume 

1.緒 = 

著者はこれ迄数回に亙って鳥類雑種の生殖器系の細目蹄且織墜的観察を行ひ，鳥類雑賓の不妊

性が雑種生殖細胞の特性に基き必然的に起るものであり，生殖細胞の退化を起す原因としては，

(1)雑種染色慢の構造的不相得， (勾雑種細胞の染色笹と細胞質の不親和， (3)雨親の性的強き M

の相違に蒸〈雄性及びl雄性決定悶子の不平衡の三つが数へられる事を述べて来たのである。併

1乍ら aノ、トリとカウライキジの雑種のま日き遠き麗の聞の層間雑種に於ては生殖細胞は第一精

母細胞の早き時期即ち太線期に退化するのみならず生殖細胞の活力が甚だ乏しく，分裂する細

胞の数ほ活力旺盛なる若烏の蕃殖期のものに於ても甚だ少い。そこで此のま日き雑菌に於ては外

部からの生殖細胞に霊号する刺激が不足して居るのではなL、かと云ふ結も一際考へて然るべきで

ある。而して生殖細胞を刺激する内分泌器官としては脳下垂睦前葉のある事は既に多〈の主主験

の説明して居る所であるのそこで今!司雑賓の路下草鐙前葉の研究に着手し史実鍔で・~る O 本研

究に就き終始御指導を賜った北海道帝園大理教授小熊捧博士に深き感謝の意を表するO 約ほ東

京帝国大塵農車部教授増井清博士，同助教授加藤嘉太郎博士，理墜部助数援竹脇潔博士，北海

道帝聞大塵助教授牧野佐二郎博士からも極めて有[主主たる御助言を賜った。ままに併せて感謝の意

を表するさ欠第である。

11. 材料と方法

今回観察した材料の大部分は著者が既に生殖細胞に就ての報告を行った雑窓(山階 '41，'43) 

の脳下垂控であるが，唯1種のみはままに始めて報告する材籾であるρ 夫は飼鳥商より子に入れ

たもので雨親が充分明らかでないが，恐らく(金鶏×銀熱)x維と思はれるもの L雄で，生殖

1) Marq. Yoshimaro Yamashina 1943. Studies on sterility in hybrid birds. 
VI. Cytological studies on the anterior lobe of hypophysis in some hydrid birds. 
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細胞の行動から見れぽ著者が既に凌表したヤマドリ(♂)><金鶏(♀)の雄(山階 '43α)と金〈

閉じ範鳴に入るものである。詳細は本文を参照されたL、。

脳下垂鐙は生殖築採取の際に加藤嘉太郎氏の手そ煩はして新鮮なものを摘出し官、に之を

Severinghaus 聖書法の Champy 液を以て固定した後， 所定の如〈パラフイシ切片となし，

Severinghaus ~きにより染色したものである。 ままに加藤氏の厚意に聖母し篤〈感謝の意を表す

る。固定は昭和十七年三月廿四日に行はれたから材料は蕃殖期初期のものと見てよい。アヒル

(σ) xパPケ y (刊の雌r主肢に産卵を始めて居たo 猶ほ~賃緩影に就ては北海道帝聞大塑の

牧野佐ご郎博士及び多様尾四郎博士の御助力に興った。ままに併せて感謝の意を表する。

III.観察

(1) アヒル (a') X パリケン(中〉

Aηαs plαtyrhynchαvar. dom.esticα(♂) x 0αか切αmoschatα(平)

此の雑種は墓聞に於て普通に見られる土審 (Caiγ的自(♂)x A犯ω(早))の活雑種にして著

者の研究材耕として特に憂聞に於て作られたものであるO 此の雑題の生殖怒官の細胞事的観察

{主前論文(山階 '43b)に報告して置いたが其の概要を述ぶれば失の様である。

雄は純系のものと全く同様なる大型の精築と組綴的に完全なる総精管及び交接器を有し，震

情も普通にして雌を求めて盛んに交尾する。蕃殖期に於ける精築を切片として観察すると絢精

管の組織も実査にして間細胞は殆んど震達せず。細精管内には精原細胞が盛んに分裂して居

り，其の分裂の為様l主査〈定常である。斯〈て生じた第一精母細胞は成熟期に入り，接合期か

aら太線期迄の聞は頴餓鏡の組野に映じた所では殆んど異常を認め得ないが，複線期に至れば一

部の染色堕がー債のま L残って居るのが認められ，中期に至つでも同様で多くのものはEしき

四分染色鐙を形成ぜず， mめに後期に於ける染色睦分離は行ばれずして按分裂に失敗し，其の
まL退化の過程に入るO 従っと精子は形成されず，細精管及び総務管内には退化ぜる第一精母

細胞が充満して居る。 されぽ此の雄は盛んに交尾すると雄も授精能力がないのである (Fig.

1)。弐に曜に於ては是亦形態・組織共に完査な卵築と糊H管を具へ，卵築に於ては卵母細胞は

よ〈護育をなし，純系のもの L如く穏胞を破って排卵きれて織卵管内に入り，純系の卵と同様

に卵白と卵殻とを生じて産卵される。併し~N交維によっても授精し得ない恐から見れぽ推の場

合と同様に減数分裂に於ける染色盤の接合分離が正常に行はれず，捌H後に於て行はるべき極

鐙形成が失敗に皇帝し，億めに按が退化して居るものと考へられる。以上の如ぎ生殖器官舎有す

る針の雑種の路下垂鰻稲葉そ観察したる結果は突の様であっ十。

細胞組織畢的観察

署轟種雄 (no.152) 各小葉を観察するに嫌色素性細胞は其の数少(，之を有ぜざる小葉もあ

る。好酸性細胞(<x細胞)の教は普通なるも小葉によりでは多少少い。稀に多少肥大せるもの

あるも，慨して好酸性細胞は小型なるものが多い。之に反して好種基性岸田胞 (s細胞)は肥大

して震り，好捜性細胞の 2
0

倍伎の大雪きを有するものもあり，Holocrine擦の俊を呈するも

のも少からず，共の敷も好駿性細胞より遥かに多1.'0 ミトコ y ドリアも多く，他に F穎粒の

密なるものも多〈見る (Fig.5)。之を要するに此の脳下垂鐙前葉は加藤・増井 ('40)の謂ふ

所の I型(間性型)に相営ずるものと認められる。

• 
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雑種雌 (no.150， no. 151) 此の隣下垂控前葉ほ前記雄のものより好酸性細胞は細胞)が

多<.好理基性細胞 (s細胞)は多少少し露々に嫌色素性細胞の群を見る。併し乍ら鈎照と

して観察したる同竿舗のパリケシ Caiバnamoschatα純系の雌の脳下垂鐙前葉に比較すれl支

線色素性細胞&..び好酸性細胞の教の少き事，好関基性細胞の数，特に肥大ぜるもの L多き事，

頼粒の密なるもの多き事に依りて彊別し得られる (Fig.6)。故に加藤・増井 ('40)め分類に

従へrfNI型 UE常増と間性型の中間)に属するものと稽すべきである。

(I{)ハトリ(♂)x カサライキジ〈・甲〉

Ga1lus gallus var. domesticus (♂) x Phα~S1:，αnu.<! colchicus kar輔
powi (字)

此の雑菌は著者の禽合に於て作られたるもので，雄にはシャモを用ひた。此の車産種の生殖器

官の細胞組織事的観察は著者の前論文(山階 '43α)に報告して置いたが，其の概要を述ぶれば

弐の如L..o

維に於ては疋常の位置に組織的にE常なる精巣と織精管とを有するが，之等は共に頗る貧弱

にして精築の如きは最大のものに於ても長径 13粍，短径 4粍に過ぎなL、。精巣を切片とし

て見るに細精管は組織的には正常であるが管の宜径は蕃殖期に於ても純系のものl.. 3分の 1

内外に過ぎず，純系の卿化後 50日{立の雛の細精管と同大である。間細胞I主除り愛育せず。絢

精管内には墜に沿ふて数暦の静止状態の精原細胞があるのみで分裂像は極めて少いが，分裂し

て居る細胞に就て親祭した所では中期に於ける染色鵠は正常にして分裂も亦正常である。併し

共有〈て生じた少数の第ー精母細胞も太線甥には退化してしまふ (Fig.2)0 此の雑菌の雌は多

くは胎児期叉は幼鳥の時期に死滅するが，稀に成鳥となったものも崎型のものが多<，卵巣及

び総卵管は胎児期わものと同様にし‘て杢〈機能がなL、。 即ち此の雑菌i主アヒル X ノマリケシの

綾種及び弐に建ぷる (キシケイ×ギyケイ)xキグの雑種よりもー暦強度の不.妊性を有する

ものなξ事が明らかであるO

細胞組織撃的観察

各小葉を見るに嫌色素性細胞は極めて少いυ 好機性細胞い細胞)は大きさ及び数共に普通

であるO 然るに好調基性細胞(戸細胞)ば其の敷が可成り増加して唐り，所によって多少の差

はあるが，平均して好酸性細胞の 2-3倍ば観察される。好哩基性細胞ぼ慨して大P干し中に

はE常のものl..2倍i立の大雪さのものもあるが，芸大に述べる(キ y ケイ×ギシケイ)xキジ

の場合の誌には肥大せr，大多数のものでほE常のものより梢肥大ぜる程度であるO 穎粒は密
なるものを多〈見る (Fig.7)。 之を要するに此の脳下電鐙前薬は加藤・増井 ('40) の謂ふ

所の IC理!J!Dち間性型と去勢型の中間に属するものと云ってよL、。

(III) (キンケイ x ギンケイ) x キジ

(Chγ抑olophuspictus x Chγν'solophusαmherst句e)x Ph伽抑制113
colchicus veγ'sicolor 

此の雑種は成鳥を飼鳥商より入手したもので出所及び雨親の種類は明確ならざるも，多〈の

雑種の剥製標本と比較研究ぜる結果に依ると恐らく上掲の如雪組み合ぜによりて生じたる雑種

F1 であるらしL、。ままに記す所のものは維にして解剖の結果はE常の位置に精築と総精管があ

自齢

， 

• 
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り，精巣?主蕃賠期のものなるにも拘らず純系のものより蓮かに小さくして長径約 17粍，短径

約 7粍であったが，細精管の直径は=ハトリ×カウライキジのもの1.. 2借{立もあり，生殖細

胞は遥かに活力に富み，精原細胞の分裂像が多数見られるのみならず，第一精母細胞の大部分

もE常なる減数分裂を行ひて第二精母細胞を生じ第二精母細胞は再び分裂して精市IP胞を生ず

るO 併し精細胞の一部は其のま L退化し，大部i土崎型的精子となり，外観拐にE常に見ゆる精

子は極めて僅かしかない (Figs.3-4)。 以上の識に於て此の雑種の不妊性の度は著者が泊論文

(山階 '43α)に於て報告したヤマF"リ(♂)xキyケイ(♀)の Fl と同様の範躍に属するもの

と云ってよL、。 而してキシケイ×キグの雄ばキジ雌に交国して退交響を作る事に黒田長裡博

士が成功して屑るから，此の雑種の雄も弱い援楕能力がらるものと見てよL、かと恩はれるO 之

を要するに此の雑菌は不妊性の程度から云へi-r今同研究守る 3聖堂種中最も騒い程度であると
云ふ事が出来るが，構築の活力J'!Pち細精管の太きゃ生殖細胞の分裂数から云へぼアヒル(♂)x

パリケシ(♀)の雑種よりも活力が弱いと云ってよ ~'o 但し此の黙は烏の年齢や季節に閣係が

深いカーら一概に此の雑種に属する烏の精築の活力が常に弱いとは云ひ得ぬかも知れないJ

細胞組織愚前観察

顎徴鏡の観野に現ばれる全部の小葉に於て悉く好瞳某性細胞(戸細胞)の肥大が見られ，好

駿性細胞 (α 細胞)及び嫌色素l性細胞は其の数が極めて少い。好瞳基性細胞の肥大は著しく，

其の直径に於て正常のもの1. 2-3 倍に達し，分泌頼粒豊富でミトコンドリアが多~ '0 Holo-

巴rine様の分泌状態にあるものも慮荷に見ちれる。他に額粒は密なるもミトヨンドリアを見ざ

るものもある (Fig.8)。之を要するに此のg~下垂盤ば去勢嬰化の著しきものであって，加藤・

増井 ('40)の謂ふ所の IC型(間性型と去勢型の中間)又は C型(去勢型)に相常ずるもの

と云ふ事が出来る O

IV.考委f

著者が雑題の脳下垂陸前葉の研究を志したのは雑菌， 特にニハトリ×カウヲイキジの雑径

の生殖細胞が第一楕母細胞の太線現に退化するのみでなく，革問精管は細く，生殖細胞は僅かし

か分裂しない賭に於て恰も生舷築刺激ホルモ Yが足らないかの如き感を呈して居たから其の原

因が果して雑種の生組細胞日世にあるか，或よ叉雑種の内分泌腺の作用の不完全に存ずるかを

降めたいと考へたからであった。聞して観察の結果は(ヰ yケイ×ギ yケイ)x キジに於て

は猶下車盟諸奨ば加藤.t督井 ('40) の謂ふ IC 型叉は C 理を示し，アヒル×パザケ yに/~... 

ては猶下垂睦甜菜は縫に於ては I型，i/Iiに於ては NI型を示し，エノ、 Hリ×カウライキジに

於ては IC型を示して居仏程度の差はあるが何れの場合に於ても嫌色素性細胞の減少叉は

消失，好晴主主性細胞(日細胞)の.1巴大滑数が見られ，之等雑種の踏下垂世論薬に於ては生殖築

の不活性なるに際じて盛んに生殖築刺激ホルモy を分泌して居る事が褒見きれ，止tの結に於て
雑種の総下垂盟諸葉の作用には何等異常なく，従って雑菌の生殖築の活力の弱いのは査く雑種

の生殖細胞自慢の活力が弱い待めに外ならぬ事が確められた弐第である。之で著者の雑種目歯下

垂鐙前葉の研究の主目的は蓬せられた謬でムるが，今回の材耕に就て猶ほ若干の考察を試みて

見ょうと思ふ。

光づ第一に雑種不妊性の度と脳下垂盟諸葉との関係であるが，雑種不妊性の度の最も強いの

はユノ、トリ×カウライキジであり，実はアヒル×パ Pケシ，最も不妊性の弱いのは(キ γケ

イ×ギンケイ)xキジである。然るに脳下垂鐙前葉の型!から云ふと=ハトリ×カウヲイキジ

亀
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は IC翠).アヒル×パリケ ;/1土NI茸H雌)叉は 1Jf!J (雄)， (キ yケ1xギyケイ)x 午~
は IC型叉は C型にして不妊性の度と脳下垂鐙前葉の去勢獲化の度とは必ずしも一致して居

ない。叉構築の活力の強さ(或は精築の大きき)から云ふとアヒル×パリケ Yが最も大きく，

(キ yケイ X ギンケイ)xキジ11之に弐きf，ハトリ×カウライキゾは最も小さいが，脳下垂

盟前葉の去勢嬰化の度は之とも正確には)致して居な"0f]f:し同一献態の生植巣を有する烏の
聞にも脳下垂鐙前菜の紋態に著L~個陸嬰化の存する事は加藤・増井 ('40) の人主主的間性鶏の

脳下垂盟諸葉の研究に於て既に認められて居る所であるから，雑種の場合に於ても多数の例を

調べたならぽ恐ら〈著しい個鵠鑓化を示しつ Lも大鐙に於て生殖築の吠態と脳下垂陸前葉の状

態とが主主行するのを認める事が出来るのでlまあるまL、かと忍はれる。

第二の問題1'1アヒノレ×パリケシに於ける脳下垂践前葉と生殖築の吠態との関係に就て Yあ

るO 仕の雑種の生殖築は著者の前論文(山階 '43b)に於て主主ベナこま日〈雄に於ては精築はE大に

援育し，細精管も純系のものと同様に太<，間細胞は殆んど設蓬せず，精原細胞は盛んに分裂

し，多数の第一精母細胞が生ずるが，第一精母細胞l土中期以前に雑種染色鐙の不相稽に基〈按

分裂の失敗に依って第一精母細胞の状態にて退化する故，生縮細胞は第二精母細胞以後の獄態

を候いて居るのである。以上の如く精子形成はきれないとは云へE大にして活動的な精巣を有

する雑種の脳下垂謹前葉が I~即ち間性型を示す事は誠に注目を要する主要であらう。 抑々 H首i

乳動物や鳥類に於て脳下垂陸前葉と精巣とが互ひに指抗作用を有する事は既に一般に信ぜちれ

て居る所で， !.白下意程前菜の好聾基也細胞(戸細胞)が精築の活動を刺激するホルモシを分泌

する事も毛ルモツトに関する加藤の研究 ('37)，鼠に闘する Charipper& Hateriusの研究

('32)，人間に闘する Bailey& Davidoffの研究 ('25)，鶏に関する加藤・商閏の研究 ('35)

に依って明らかな所である。而して精築が猶下垂陸前葉の去勢的饗化を抑制するホルモシを分

泌する事も一般に信ぜられて居る所であるが，唯之が通常の意味の雄性ホルモンと異なる特殊

のホノレモンであると云ふMottraw& Cramer ('23)， Martin日&Rocha ('30)， McCullagh ('32)， 

Witschi， Levine & Hill ('32)などの設は近来信ぜられないらし<，通常の意味の雄性ホル

モシカ;j溢下華麗前葉に作用する場合には瞬下垂腫前葉の去勢嬰化を抑制する援に働くと云ふの

が直しL、らしい (Nelson'34)。 さて共に脳下垂韓前葉の去勢嬰化を抑制する雄性ホルモシの

分泌される部分に就ての研究を回顧すると Martins& Rocha ('30)， McCullagh ('32)の主

張する浩精手跡哉が之であると云ふ識は Nelson('34)の鼠iこ於ける研究に依って一際否定され

たかに見える。 併し乍ら烏に於てはIE常なる精築には間細胞は殆んぜ存在しないのであるか

ら，機性ホノレモシは少〈も烏に於ては細精管の主主精組織から分泌されると云ふ Breneman

( '36)の設がEしいのではなL、かと思はれる。而も今同のアヒル X ノマリケンの維に於ては差是精

組j織の内で精原細胞 l 分裂11活援に行はれ，第 J 精品細胞の成熟も前期の始めの時期はE常に

行はれるのであるから，若し之等の時期に雄性ホルモンが分泌されるならぽ脳下垂盤前葉に

は去勢的獲化は起らない筈であるが，此の雑種権の脳下垂鐙が既述の如くに I型(品弛型)を

示し，去勢的嬰化を示して居る所を見ると，雄性ホルモシは細精管の遺精組織の内でも減殻分

裂を移った部分に於て主として分泌されるのではなL、かと云ふ事を示して居る様に思はれる。

此の雑種の精巣に於て減数分裂以後の妖態を傾いて居ると云ふ現象は精築潜伏(竹脇 '33)，ラ

i ヂウム照射 (Mottraw& Cramer '23)， x線照射 (Witschi.Levine & Hill '32)等によづ

て遺構組織の後宇を破壊された鼠の精巣の如〈病的な精築退化の一過程として存在する現象と

は異なり，烏の老衰に依って精築の退化するまで永〈持績ずるのであるから，此の黙に於て此
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の問題の研究に聖母し新しぎ材粧を提供して居るものと云ってよい様に恩ばれるのである。

最後に此のアヒル X パリケ yのl騒が産卵するにも拘らず，鱗下垂E豊前葉が NI型にして多

少去勢的嬰化を示して居る黙であるが，此の原因に就ては目下の所確たる推論を下ず材耕を持

たなL、。併し乍ら此の場合に8きても卵細胞援の退化に関連して卵築の雌性ホルモシの分泌が減

退し其の短めに隣下垂陸前葉に去勢的襲警化が起ったと考へる事は強ち不営ではないであら

うO

V.要約

著者は=ハトリ♂ X カウライキジ♀， アヒル♂×パリケシわ(キ yケイ×ギYケイ)

×キジの 3雑種の脳下垂陸前葉の細胞紺織準的研究を行ひ，之と生殖築の妖態とを比較した。

其の結果さたの事賓を設見した。

(1) ハトリ♂×カウライキジ平に於ては脳下垂捜前葉は間性型と去勢型の中間，アヒ

ル♂×パリケ y 平に於ては踏下垂E堂前葉は維は間性型，雌は普通型と間性型の中間， (キジ

ケイ×ギシケイ)xキジに於ては脳ド垂陸前葉は間性型と去勢型の中間又は去勢型を示して

屑るO

‘(2) 従って脳下垂鐙前葉の内分泌作用は雑種に於ても純系の烏と差のない事が認められ，其

の結呆維彊の生殖築の活力の弱いのは脳下垂位前葉の内分泌の不完全に基くのではなく，生殖

細胞白檀の不完全に基くのである事が明らかとなった。

(3) 雑種に於ける不妊性の度と路下垂鐙前葉の去勢的嬰化の度とは今回の例では必ずしも

主主行して居ないが，之は調査個践数が少かった待めで司はないかと考へられる。

(4) アヒル♂×パリケシ甲の縫に於ては精築はよく震育し細精管は太<，精原細胞は盛

んに分裂し，第一精母細胞の前期の愛育も始めの内は異状がないのに其の脳下垂箆前菜が間性

型を示して居るのは隣干.垂盟前葉の去勢饗化を抑制する雄性ホルモンの分泌が精築の中でも精

子形成の後学にある遺精組織により主として行はれる篤めではないかと云ふ事を暗p式して居る

と思はれる。

Resume 

The present study deals with cytology of the anterior lobe of 
the hypophysis in three formR of hybrid birds， Gα，UusxPhαsiαn'us， 
.4nasxCαか初a，and ChrysolophusxPhαsiαnus， with the purpose to 
see whether a morphological correlation exists between the hypophy-
seal changes and the development of the gonads in these birds. The 

results obtained were summarized as follows: 

(1) The anterior hypophysis of the male of GallusxPhαsiαnus 
was found to be in cytological structure intermediate of the intersex 

and castration types. In the male of AnαsXCairinαthe structure of 
the anterior hypophysis seemed to belong to the intersex type， whereas 
the female of An削 xCairinαpossesseda hypophysis with intermediate 、
structure of the normal and intersex types. In the case of Chrysolo-
phusxPh仰向nusthere occurred an anterior hypophysis either of a 
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castration type or of an intermediate type between intersex and 

castration types. 
(2) Considered from their cytological structure， the secretion 

of gonaa stimulating hormones in the anterior hypophysis of these 

hybrid birds seems functionally not di佐erentfrom that of the bird of 
pure line. This leads to the consideration that inactive growth of 

~erm-cells or their aberrant behaviour characteristic in hybrid birds 
are not produced in response to the inactivity of hormone secretion 
from the anterior hypophysis， but rather find their cause in the germ-
cells themselves of hybrids. 

(3) 80 far as the present investigation shows， the degree of 
sterility in hybrids was not varied in a parallel condition to the hypo-

physeal structure. In view of individual variations， it seems that 
this result is probably due to the insu伍cientnumber of specimens 1 

examined. 
(4) 1n the male of the hybrid， AnαsxCairinαwhich possesses 

well developed testes and healthy seminal tubules containing many 
spermatogonia in active division and seemingly normal auxocytes. 
the hypophysis belongs in structure to the intersex type. This fact 
welI suggests that the hormones which act to controI the castration 
change of the anterior hypophysis seem to be secreted from the 
germinal tissue in a considerably Iater stage of spermatogenesis. 
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第 7 圃版説明

(Explanation of Pl. VII) 

Fig. 1. Cross section of the testis of the hybrid， A nas platyrhynch日 var.
domestica (♂) xCaiパ冗α叩 o8chαta(中). X100. 

Fi宮.2. Cross section of the testis of the hybrid， Gαllus gallus本ar.domesticus 
(♂) XPhαSlα叫uscolchicus kαγpowi (♀). X 100. 

Fig. 3. Cross section of the testis of t~e hybrid. (ChγνsolοlJh us p'ictus X Chry-
solophusαmherstiae) X PhαS1日制問 colchicu8ψ'ersicolοJ'. X 100. 

Fig. 4. Section of a part of vas deferens of the same hybrid fiiied with degene-

rated spermatids and abnormal spermatozoa. X 100 

第 8 圃版説明

(Explanation of Pl. VIII) 

Fig. 5. Cross section of the anterior hypophysis uf the male hybrid， A 11((8 pl((tν?ー
hynchαvar. do悦 esticι(♂)XCαirinαmoschαta (中). X 900. 

Fig. 6. Cross section of the anterior hypophysis of the female of the same 

hybrid. X 900. 

Fig. 'j. Cross section of the anterior hypophysis of the hybrid， Gallu8 gαllU8 
var. domesticus (♂) XPhαMα11U8 colchicU8 kαγpMvi ♀). X 900. 

Fig. 8. Cross section of the anterior hypophysis of the hybrid， (ChrY8olophns 
pictusXCh.α叩 heγstiαe)XPh叫Slαnnscolchicns V'e rsico 1M.・ X900.
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